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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
９

２
回
    

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
・・ ・・
東
側
犬
走

東
側
犬
走

東
側
犬
走

東
側
犬
走
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト

り
コ
ン
ク
リ
ー
ト

り
コ
ン
ク
リ
ー
ト

り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
再
舗
装

再
舗
装

再
舗
装

再
舗
装
とと とと
    

台
風

台
風

台
風

台
風
２
１

２
１

２
１

２
１
号
後

号
後

号
後

号
後
のの のの
南
奥
駈

南
奥
駈

南
奥
駈

南
奥
駈
道道 道道
(( (( 倶

利
伽
羅
岳

倶
利
伽
羅
岳

倶
利
伽
羅
岳

倶
利
伽
羅
岳
～～ ～～
東
屋
岳

東
屋
岳

東
屋
岳

東
屋
岳
)) )) のの のの

点
検

点
検

点
検

点
検
整
備

整
備

整
備

整
備
    

 ◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

０
９

月
１

６
日

(
日

)
～

１
７

日
(
月

・
祝

)
 
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

生
熊

敏
男

。
(
１

泊
２

日
)
 

 
 

 
１
６

１
６

１
６

１
６
日日 日日
；； ；；

沖
﨑

吉
信

、
瀧

本
昭

太
郎

、
佐

藤
優

美
子

、
斉

藤
和

美
。
 

１
７

１
７

１
７

１
７
日日 日日
；； ；；
沖
﨑

吉
信

、
濱

野
兼

吉
、
児

嶋
道

夫
、
上

村
洋

司
・
和

美
、

畑
林

清
子

、
生

熊
千

満
子

、
大

江
徳

子
、
山

川
治

雄
、
中

村
佳

文
、

岩
本

信
行

、
奥

村
順

夫
、

竹
中

卓
治

、
高

階
美

根
子

、
 

梶
野

照
雄

、
志

岐
 

敬
、

今
中

三
恵

子
。

 

9
/
1
6
；

６
名

、
9
/
1
7
；

１
９

名
。

 
延

２
５

名
。

 

 
 

 
９９ ９９
月月 月月
１
６

１
６

１
６

１
６
日日 日日
(( (( 日日 日日

)) )) 
 

曇
り

時
々

晴
後

晴
 

晴
れ

た
朝

、
沖

﨑
宅

を
出

発
す

べ
く

７
時

過
ぎ

に
着

く
と

、
既

に
沖

﨑
さ

ん
は

バ
イ

ク
車

で
「

道
路

確
認

の
た

め
上

葛
川

か
ら

R
4
2
5
へ

先
行

す
る

」
と

の
メ

モ
を

残
し

既
に

出
発

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

、
 

川
島

車
で

７
時

半
走

り
だ

す
。

９
時

前
の

登
山

口
に

は
、

沖
﨑

・
瀧

本
・

斉
藤

・
久

し
振

り
の

佐
藤

さ
ん

が
到

着
し

、
支

度
を

整
え

て
お

ら
れ

た
。

 

私
は

モ
ノ

レ
ー

ル
へ

食
料

品
、

ガ
ソ

リ
ン

、
チ

ェ
ン

ソ
ー

オ
イ

ル
、

ザ
ッ

ク
そ

の
他

多
少

の
物

を
積

ん
で

上
が

る
。

 

 
 

 

 
 

登
山

口
に

て
 

 
 

 
 

 
行

仙
宿

に
到

着
 

 
 

 
セ

メ
ン

ト
練

り
 

９
時

４
５

分
に

行
仙

宿
に

到
着

、
小

屋
前

の
気

温
は

２
１

℃
。

早
速

、
瀧

本
・

佐
藤

・
斎

藤
さ

ん
３

人
は

、
水

汲
み

と
水

場
点

検
に

降
り

ら
れ

る
。

 

今
日

の
作

業
は

、
予

て
か

ら
課

題
だ

っ
た

小
屋

東
側

軒
下

犬
走

り
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
ち

で
あ

る
、

前
日

に
参

加
の

連
絡

あ
っ

た
瀧

本
さ

ん
達

が
参

加

さ
れ

る
事

か
ら

、
本

日
参

加
予

定
で

な
か

っ
た

沖
崎

さ
ん

が
、

急
遽

我
々

二

人
の

応
援

の
た

め
に

来
て

下
さ

っ
た

の
で

あ
っ

た
。

 

３
人

で
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

練
り

始
め

る
が

、
以

前
に

運
び

こ
ん

で
い

た

砂
・

バ
ラ
ス

の
お
陰

と
水

場
か

ら
上

が
っ

て
来

た
３

人
の

応
援

を
得

て
何

と

か
コ

ン
ク

リ
ー

ト
再
舗
装

が
出

来
得

た
。
一

回
に
砂

と
バ
ラ
ス

を
一
斗
缶
各

２
杯

と
セ

メ
ン

ト
袋

７
分
目

を
混
ぜ

て
練

り
合
わ
せ

る
。

 

 
 

 

 
 

昼
食

懇
談

中
 

 
 

 
 

 
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

練
り

と
運

搬
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
モ

ル
タ

ル
を

塗
っ

て
仕

上
作

業
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午
前

中
３

回
、

大
変

な
重
労
働

で
あ

る
、

 

昼
食

、
休
憩

を
は

さ
ん

で
午

後
２

回
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

練
り

を
行

い
、
仕

上
げ

の
モ

ル
タ

ル
１

回
強

練
っ

た
、

私
の
計
算

で
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
し

て

２
５

５
ℓ

練
り
混
ぜ

て
、
使

っ
た
セ

メ
ン

ト
３
俵

(
７

５
㎏

)
と
砂
約

３
５

０

㎏
、

バ
ラ
ス
約

２
７

０
㎏

、
水
約

５
０
㎏
使
用

し
た

と
思
わ

れ
る

。
 

１
４

時
４

０
分

に
犬

走
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト
再
舗
装

が
終
了

し
、

道
具

の
後

片
付
け

を
す

る
。

日
帰

り
４

人
は

１
５

時
２

０
分
頃

に
下

山
さ

れ
た

。
 

 
 

 

 
再

舗
装

の
犬

走
り

 
 

 
 

使
用

道
具

の
後

始
末

 
 

 
 

日
帰

り
者

下
山

 

 

宿
泊

の
二

人
は

、
道
具

と
周
辺
等

の
最

後
の

後
片
付
け

を
済
ま
せ

る
。

 

今
日

の
来

宿
舎

は
、

沖
﨑

さ
ん

か
ら
宇
都

宮
の

男
性
一

人
を
待
つ

こ
と

に

し
て
夕

食
に

す
る
も

、
そ

れ
ま

で
に

二
人

の
男
性

(
前
鬼

か
ら
入

山
の
埼
玉

の

７
０
歳

男
性

、
山

口
県
周
南
市

の
男
性

は
楊
枝

の
宿

か
ら

来
て

水
汲

み
)
が

先

に
来

宿
。
宇
都

宮
の

男
性

は
、
浦
向

か
ら
歩

い
た

が
廃

屋
地

点
で
増

水
し

た

小
谷

を
渡

ら
ず

に
真

っ
直

ぐ
に
杣

道
を
辿

り
、
迷

い
な

が
ら
よ
う
や

く
林

道

に
出

て
、

行
仙

宿
に

着
く

事
が

出
来

た
と
や

っ
て

来
た

。
５

人
の
夕

食
懇
談

が
２

１
時
ま

で
続

い
た

。
 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

8
:
5
0
補
給

路
登

山
口

9
:
0
5
→

9
:
5
0
行

仙
宿
→

1
1
:
4
0
昼

食
1
2
:
5
5
→

作
業

1
4
:
4
0
→

日
帰

り
者

下
山

1
5
:
2
0
。

 
 

 

 
 
９９ ９９
月月 月月
１
７

１
７

１
７

１
７
日日 日日
(( (( 月月 月月

・・ ・・
祝祝 祝祝
)) )) 

晴
時
々

曇
り

 

 
山

口
県

の
男
性

は
、

３
時

半
頃

に
金
剛

多
和
迄

行
く

と
出

発
、

残
り

二
人

は
６

時
前

に
玉
置

山
へ

と
出
立

。
皆

が
登

っ
て

来
る
間

に
、

生
熊

は
補
給

路

の
補
修

、
川

島
氏

は
、
荘

川
桜

の
金
網

支
柱
取
替

え
と
ヘ

リ
ポ

ー
ト
付
近

の

風
倒
木

を
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
小
切

り
薪

作
り

を
す

る
。

 

 
車車 車車
回
送

回
送

回
送

回
送
班班 班班
    

大
江

・
奥

村
・

生
熊

敏
の

車
回
送
班

３
名

は
、
南

奥
駈

道
の

点
検
巡
視
班

を
見
送

っ
た

。
点

検
巡
視
班

が
出

発
後

、
全
毛
布

の
た

た
み
直

し
収
納

、
そ

の
後
倉
庫

の
整
理
（
主

に
ロ

ー
プ
類

を
昨

日
上
げ

た
コ

ン
テ
ナ

に
収
納
）
。
補

給
路

の
補
修
等

行
う

。
 

倉
庫

と
管
理
棟

の
戸
締

り
を

し
て

３
人

は
、
笠
捨

山
捲
き

道
巡
視
班

、
倶

利
伽
羅
岳
ピ
ス

ト
ン
班

の
帰

り
を
待

た
ず

、
１

３
時

３
０

分
車

回
送

に
下

山

し
、
国

道
４

２
５
号
線

の
東

屋
岳

登
山

口
に

１
４

時
３

０
分

に
着
き
待
機

。

東
屋
岳

か
ら

下
山

し
た
班

と
１

５
時

２
０

分
に
合
流

す
る

。
 

以
上

 
記

；
生

熊
、
写
真

；
川

島
。

 

 
 

 

    
南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
(( (( 行

仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
～～ ～～
倶
利
伽
羅

倶
利
伽
羅

倶
利
伽
羅

倶
利
伽
羅
岳
手
前

岳
手
前

岳
手
前

岳
手
前
ＰＰ ＰＰ
)) )) のの のの

点
検
巡

点
検
巡

点
検
巡

点
検
巡
視視 視視
班班 班班
    
 

 

新
宮
組

は
沖

﨑
車

に
生

熊
千
、

大
江

徳
子

、
濱

野
、

上
村

車
に

児
嶋

、
畑

林
が
同
乗

し
７

時
前

に
出

発
。

下
北

山
村
浦
向

か
ら
国

道
４

２
５
号

に
入

り

登
り

は
じ

め
の
右
折

す
る

急
カ

ー
ブ

で
、

奥
村

車
を
捉

え
補
給

路
登

山
口
ま

で
追

走
す

る
。
間
も

な
く

熊
野
市

の
山

川
さ

ん
、
堺

の
梶

野
さ

ん
等

が
到

着
。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
に

ザ
ッ

ク
や

チ
ェ

ン
ソ

ー
等

を
積

み
込
む

。
山

川
さ

ん
か

ら

差
し
入

れ
の
ミ
カ

ン
を
各
自

ザ
ッ

ク
等

に
入

れ
登

り
は
じ

め
る

。
 

私
は

い
つ
も

の
よ
う

に
水

場
で

水
を
飲

み
後

に
続

く
。
途

中
モ

ノ
レ

ー
ル

の
終

点
で

ザ
ッ

ク
を
背
負

い
行

仙
宿

小
屋

に
向

か
う

。
途

中
補
給

路
周
辺

の

枝
が
鉄
塔
巡
視

路
保
守

の
方

に
よ

り
き

れ
い

に
刈

り
揃

え
ら

れ
、
随

分
歩

く

や
す

く
な

る
。

今
日

は
ザ

ッ
ク

だ
け

な
の

で
順
調
良

く
歩
け

、
小

屋
に

は
４

５
分

で
到

着
す

る
。
 

昨
日

か
ら

コ
ン

ク
リ

ー
ト
舗
装

作
業

の
川

島
、

生
熊

さ
ん
も
待
機

し
て

い

て
、
全
員
揃

っ
た

と
こ
ろ

で
、

沖
﨑

さ
ん
よ

り
本

日
の

行
動
指
示

が
あ

る
。
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南
奥

駈
道

点
検

巡
視

を
３

班
で

実
施

の
説

明
 

 ３
班

に
分

か
れ

て
、
笠
捨

山
を
越

え
て

東
屋
岳

を
目
指

し
国

道
４

２
５
号

に
下

る
沖

﨑
・

梶
野
班

。
旧
逓

信
道

を
廻

っ
て

小
屋

に
戻

る
山

川
班

。
そ

し

て
行

仙
岳

を
越

え
て
倶
利
伽
羅
岳

に
向

か
う

川
島

・
児

嶋
班

。
自
動

車
で

東

屋
岳

か
ら

の
下

山
者

を
回
送

す
る

生
熊

、
奥

村
、

大
江
班

に
分

か
れ

る
。
 

私
は

川
島

・
児

嶋
・

高
階

・
竹

中
さ

ん
ら

と
倶
利
伽
羅
岳
班

に
入

り
、
帰

り
は

行
仙

宿
に

は
戻

ら
ず

、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
巡
視

路
を

下
っ

て
国

道
４

２
５
号

の
白

谷
ト

ン
ネ

ル
東

口
に

下
り

て
、
倒
木
等

の
点

検
巡
視

を
す

る
こ

と
に

な
る

。
 

児
嶋

さ
ん

が
チ

ェ
ン

ソ
ー

を
、

私
が

ト
ラ

ン
シ

ー
バ

ー
を
携

え
、
奧
駈

道

を
行

仙
岳

に
向

か
っ

て
出

発
す

る
。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
行

仙
岳

(
白

谷
ト

ン
ネ

ル
登

山
口

迄
)
の

倒
木

処
理

 

２
０

分
ほ
ど

行
く

と
倒
木

が
あ

り
、

児
嶋

さ
ん

が
チ

ェ
ン

ソ
ー

の
エ

ン
ジ

ン
を

か
け

る
が

な
か

な
か

か
か

ら
な

い
。
 

プ
ラ
グ

を
外

し
ガ

ソ
リ

ン
の
吸

い
込

み
が

な
い

か
等
調

べ
る

が
、
ど
う
も

う
ま

く
作
動

し
な

い
よ
う

で
あ

る
。

児
嶋

さ
ん

は
金
曜

日
に

は
う
ま

く
エ

ン

ジ
ン

が
か

か
り

大
丈

夫
だ

と
思

っ
て
持

っ
て
き

た
が

、
チ

ェ
ン

ソ
ー
エ

ン
ジ

ン
が
言
う

こ
と

を
き

か
な

い
。

と
り

あ
え
ず

私
の

ノ
コ
ギ

リ
と

竹
中

さ
ん

の

ノ
コ
ギ

リ
で
倒
木

を
処
理

す
る

。
 

行
仙
岳

の
山
頂
ま

で
は
雑
木

の
倒
木

が
６

本
在

り
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
を
使
う

ま
で
も

な
く

ノ
コ
ギ

リ
で
処
理

し
１

時
間

か
か

る
。
行

仙
岳

か
ら
釈
迦
ヶ
岳

、

五
百
羅
漢

の
眺

め
が
良

く
写
真

に
納

め
る

が
、
帰

っ
て

確
認

す
る

と
何
も
写

っ
て

い
ず

ガ
ッ
カ

リ
。

 

 
 

 

分
岐

か
ら

行
仙

岳
山

頂
間

の
倒

木
処

理
 

 
 

 
 

 
怒

田
ノ

宿
越

え
て

の
倒

木
 

 

怒
田

の
宿
跡

に
向

か
っ

て
下

る
。
風

に
よ

る
枝

の
切

れ
端

が
あ

る
が
倒
木

は
少

な
く

、
こ

の
周
辺

は
風

の
道

で
は

な
い

ら
し

い
。

竹
中

さ
ん

の
ノ

コ
ギ

リ
は
ネ
ジ

が
外

れ
持

ち
手

と
ノ

コ
ギ

リ
の
歯

が
外

れ
て

し
ま

い
使
用

で
き

な

く
な

る
。

児
嶋

さ
ん

は
チ

ェ
ン

ソ
ー

を
捲
き

道
分

岐
に
置

い
て

、
奧
駈

道
の

要
所

々
に
赤

の
ペ

イ
ン

ト
マ

ー
カ

ー
で
目
印

を
つ
け

て
下

さ
る

。
 

川
島

、
高

階
さ

ん
は

、
奧
駈

道
に
落

ち
た
枝

を
払

い
な

が
ら
進
む

。
 

怒
田

の
宿

を
過

ぎ
て
も
意
外

と
倒
木

は
少

な
く

、
落
枝

を
除
け

な
が

ら
辿
 

り
、
倶
利
伽
羅
岳
手

前
の
ピ

ー
ク

で
昼

食
と

な
る

。
児

嶋
さ

ん
か

ら
コ

ー
ヒ
 

ー
が

振
る
舞
わ

れ
、
皆

さ
ん

お
菓

子
で

く
つ
ろ

ぐ
 



 4 

 
 

 

 
倒

木
処

理
後

 
 

 
 

倶
利

伽
羅

岳
手

前
Ｐ

で
昼

食
 

 
帰

路
の

怒
田

ノ
宿

に
て

 

 昼
食

後
の
帰

り
は

、
秋
雨

前
線

に
よ

る
雨

後
の

た
め

、
キ

ノ
コ

が
沢

山
生

え
て

い
て

、
興
味

が
あ

っ
て
奧
駈

道
の
周
辺

に
生

え
て

い
る
キ

ノ
コ

を
採

っ

て
帰

り
、
友

人
の
キ

ノ
コ
研
究
家

で
熊

野
自
然
保
護

連
絡
協
議
会
会
長

の
南

 

敏
行
氏

に
食
用
キ

ノ
コ

を
見

て
も

ら
っ

た
が

、
こ

の
時
期

の
キ

ノ
コ

は
食

べ

な
い
方

が
よ

い
と

の
結
論

で
あ

っ
た

。
 

怒
田

の
宿
跡

に
戻

り
、

川
島
氏
よ

り
怒
田

の
宿

は
か
つ

て
「
知

恵
の

宿
」

と
呼
ば

れ
た

宿
で

、
林

 
実
利

行
者

が
こ

こ
で

下
北

山
村

の
信

者
の
協
力

と

支
援

を
得

て
、
山

小
屋

を
完
成

さ
せ
冬
ご
も

り
を

し
て
修

行
し

た
所

で
あ

る
。

少
し

下
れ
ば

水
場

が
あ

る
ら

し
い

。
発
掘

す
れ
ば
古
銭
や
埋
蔵

物
の

お
宝

が

あ
る

か
も
知

れ
な

い
・

・
と

の
説
明

を
受
け

る
。
 

行
仙
岳
直

下
の
捲
き

道
分

岐
の

チ
ェ

ン
ソ

ー
を
置

い
た
所

に
戻

り
休
憩

。
 

捲
き

道
を
塞

い
で

い
た
杉
倒
木

を
１

本
ノ

コ
ギ

リ
で
処
理

す
る

。
又

、
捲

き
道

の
杉
枝
等

を
除
け

て
歩
き
易

く
す

る
。
 

当
初

予
定

し
て

い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
ル

ー
ト

へ
の

下
山

に
つ

い
て

は
、
途

中
で

出
会

っ
た

登
山

者
が
倒
木

は
無

か
っ

た
と

の
報
告

を
受
け

、
今

回
は
省
略

し

て
行

仙
宿

小
屋

に
戻

る
事

に
し

た
。
 

小
屋

で
児

嶋
さ

ん
が

、
コ

ー
ヒ

ー
を
淹

れ
て

下
さ

り
御
馳

走
に

な
る

。
 

下
山

す
る

と
山

川
さ

ん
達

の
熊

野
組

の
車

が
在

り
、
笠
捨

山
捲
き

道
(
逓

信

道
)
点

検
巡
視

か
ら
戻

っ
て

い
な

い
が
帰

新
へ

。
東

屋
岳

か
ら
国

道
４

２
５
号

線
へ

下
山

す
る

大
阪

・
奈
良
組

が
、

登
山

口
に
戻

っ
て

な
い

の
で

、
東

屋
岳

登
山

口
へ

と
走

行
し

て
い

る
と

、
奥

村
車

(
大
阪

・
奈
良
組
同
乗

)
と
合
流

し

無
事

下
山

を
確

認
し

て
、

上
葛

川
経
由

で
新

宮
に
戻

る
。

 

チ
ェ

ン
ソ

ー
同
様

、
私

の
カ

メ
ラ
も
機
能
せ
ず
写
真

を
載
せ

る
こ

と
が

で

き
な

か
っ

た
。

 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮

7
:
0
0
→
8
:
2
5
補
給

路
登

山
口
→

9
:
1
0
行

仙
宿

小
屋

9
:
3
5
→

1
0
:
3
0
行

仙

岳
1
0
:
4
0
→

1
0
:
5
0
怒
田

の
宿
跡
→

1
1
:
5
0
倶
利
伽
羅
岳
手

前
Ｐ

(
昼

食
)
 

1
2
:
2
5
→

1
3
:
0
0
怒
田

の
宿
跡

1
3
:
0
5
→
捲
き

道
分

岐
1
3
:
2
0
→

1
4
:
0
5
行

仙
宿

小
屋

1
4
:
3
0
→

1
5
:
1
0
補
給

路
登

山
口

1
5
:
2
0
→

1
6
:
5
5
新

宮
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
濱

野
、
写
真

；
川

島
)
 

     
南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
(( (( 行

仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
～～ ～～
笠
捨
山

笠
捨
山

笠
捨
山

笠
捨
山
～～ ～～
東
屋
岳

東
屋
岳

東
屋
岳

東
屋
岳
)) )) のの のの

点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視
班班 班班
 

午
前

６
時

２
０

分
、
橿
原
神

宮
前
駅

で
奈
良

の
志

岐
さ

ん
を
乗
せ

て
行

仙
宿

 

に
向

か
う

。
今

中
車

と
補
給

路
登

山
口

に
着

く
と

、
先

着
隊

は
出

発
済

み
 

で
、

モ
ノ

レ
ー

ル
が

降
り

て
く

る
の

を
待

っ
て

い
る
状
態

だ
っ

た
。

 

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
で

上
村

、
奥

村
両
氏

の
出
迎

え
を
受
け

、
薪

を
少

し
 

持
っ

て
登

り
始

め
た

。
９

時
１

８
分

に
行

仙
宿

着
、

沖
崎

さ
ん

か
ら

本
日

 

の
行
動

予
定

の
説
明

が
あ

る
。

 

 
 

 
 

 

本
日

の
予

定
説

明
 

 
 

 
行

仙
宿

を
出

発
 

 
 

 
 

 
最

初
の

倒
木
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行
仙

宿
か

ら
北

に
俱
利
伽
羅
岳
ま

で
ピ
ス

ト
ン

す
る
班

と
笠
捨

山
を
越

 

え
東

屋
岳

を
経

て
R
4
2
5
に

降
り

る
班

(
沖

崎
・

梶
野

・
志

岐
・

畑
林

・
生

 

熊
千
・
上

村
夫
妻
・
今

中
)
と

葛
川
辻

か
ら
笠
捨

山
捲
き

道
(
旧
逓

信
道
・
鉄
 

塔
巡
視

路
)
を
辿

り
行

仙
宿

に
戻

る
３

ル
ー

ト
の
台
風

２
０
号

・
２

１
号
通

 

過
後

の
点

検
巡
視

と
な

っ
た

。
 

行
仙

宿
を

出
発

し
て
約

１
０

分
で
最
初

の
倒
木

が
あ

り
、
山

川
さ

ん
が

チ
 

ェ
ン

ソ
ー

で
切
除

し
て

く
だ

さ
る

。
こ

れ
以

後
、
笠
捨

山
山
頂
ま

で
に

７
本

 

の
倒
木

が
あ

っ
た

が
、
太

い
一

本
を
除

い
て
全

て
山

川
さ

ん
の

チ
ェ

ン
ソ

ー
 

が
活
躍

し
た

。
 

３
０
㎝
ほ
ど

の
枯

れ
木
倒
木

は
、
ゼ

ノ
ア

の
刃
長
3
5
㎝

ソ
ー

で
２

か
所

 

を
切
断

し
て
排
除

し
た

。
 

 
 

 
 

 

笠
捨

山
ま

で
の

倒
木

処
理

 
 

 

す
ぐ

上
に
笠
捨

山
の
頂

上
が
見

え
る
よ
う

に
な

っ
た

が
、
山
頂

は
日
陰

が
 

少
な

い
の

と
、
１

１
時

半
に

な
っ

て
い

た
こ

と
も

あ
り

、
山
頂
直

下
の
草
付

 

き
斜
面

で
昼

食
に

し
た

。
 

昼
食

後
、
葛

川
辻

に
向

か
っ

て
下

り
始

め
る

。
葛

川
辻
ま

で
に

は
３

本
の

 

倒
木

が
あ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

笠
捨

山
迄

の
倒

木
処

理
 

 
 

笠
捨

山
山

頂
に

到
着

 
 

 
 

葛
川

辻
迄

の
倒

木
処

理
 

 

１
２

時
３

６
分

に
葛

川
辻

に
到

着
、
捲
き

道
(
旧
逓

信
道

・
鉄
塔
巡
視

路
)

か
ら

行
仙

宿
に
戻

る
山

川
・

中
村

・
岩

本
の

３
氏

を
見
送

り
、
槍

・
地
蔵
岳

を
経

て
東

屋
岳

に
向

か
う

。
 

 
 

 
 

 

捲
き

道
班

と
別

れ
る

 
 

 
 

東
屋

岳
 

 
 

 
 

 
 

 
 

R
4
2
5
に

到
着

 

 

槍
ヶ
岳

・
地
蔵
岳

を
越

え
て

東
屋
岳
ま

で
の

奥
駈

道
に

は
、
崩
落

な
ど

の

異
常

は
な

か
っ

た
。
倒
木
も
無

く
、
通
常

の
状
態

だ
っ

た
。

 

東
屋
岳

か
ら

R
4
2
5
ま

で
は

、
い
つ
も

の
よ
う

に
杉

の
枯
枝

が
た

く
さ

ん
落
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ち
て

い
て

、
各

人
が
棒
や
ス

ト
ッ

ク
で
除
け

な
が

ら
約
一

時
間

で
R
4
2
5
の

登

山
口

に
到

着
、

車
回
送

で
待

っ
て
頂

い
た

奥
村

・
大

江
・

生
熊

さ
ん

に
迎

え

ら
れ

る
。

新
宮
組

は
２
台

で
帰

新
へ

、
奥

村
車

で
行

仙
宿

の
登

山
口
ま

で
戻

っ
た

。
 

単
調

な
下

り
が
続

く
R
4
2
5
ま

で
の
途

中
、
足

を
滑

ら
せ

て
転
倒

、
腰

を
強

打
し

た
。

ザ
ッ

ク
が

あ
っ

た
の

に
な
ぜ
腰

の
一

か
所

だ
け

が
痛

い
の

か
、
帰

っ
て

か
ら
調

べ
る

と
、
後
ろ

に
止

め
て

い
た
ウ
エ
ス

ト
ベ

ル
ト

の
留

め
具

が

ザ
ッ

ク
の
フ

レ
ー
ム

と
腰

の
間

に
あ

り
、
倒

れ
た

時
に
フ

レ
ー
ム

に
押

さ
れ

た
留

め
具

が
直
接
腰

に
当

た
っ

た
こ

と
が
原
因

と
判

っ
た

。
 

足
を
滑

ら
さ

な
い

こ
と

が
最

前
提

で
あ

る
が

、
用
具

の
使

い
方

に
も
注
意

が
必
要

で
あ

る
。
皆
様

に
ご
心
配

を
お

か
け

し
ま

し
た

。
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

補
給

路
登

山
口
0
8
:
4
0
→
0
9
:
1
8
行

仙
宿
0
9
:
3
3
→

1
1
:
3
1
笠
捨

山
直

下
(
昼

食
)
→

1
2
:
0
0
笠
捨

山
→

1
2
:
3
6
葛

川
辻
→

1
3
:
2
8
地
蔵
岳
→

1
4
:
1
4
東

屋
岳
→

1
5
:
2
0
国

道
4
2
5
号
線

・
東

屋
登

山
口

。
 

 
 

 
 

 
(
記

；
梶

野
)
 

   
 
笠
捨
山
捲

笠
捨
山
捲

笠
捨
山
捲

笠
捨
山
捲
きき きき
道道 道道
(( (( 旧

逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道
・・ ・・
鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路
)) )) 点

検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視
班班 班班
    

山
川

・
中

村
・

岩
本

の
３

名
は

、
葛

川
辻
手

前
の
笠
捨

山
捲
き

道
分

岐
を

１
２

時
３

５
分

に
出

発
。

１
５

分
程
歩

い
た
地

点
に
倒
木

が
あ

り
、
ま

た
い

で
歩

行
可
能

で
処
理

な
し

。
直

ぐ
に

小
枝

が
巡
視

路
に
倒

れ
て

い
る

の
で

チ

ェ
ン

ソ
ー

で
切
断
処
理

。
 

３
０

分
歩

い
た

１
３

時
過

ぎ
の
地

点
の
沢
付
近

に
は

、
倒
木

が
在

り
巡
視

路
を
塞

い
で

い
る

の
で

チ
ェ

ン
ソ

ー
で
切
除

。
し

か
し

、
沢

を
横
切

る
巡
視

路
が
流

水
に
よ

り
え

ぐ
ら

れ
て
流

出
し

て
い

る
。

 

５
０

分
程
歩

い
た
丸
木
橋

の
か

か
っ

た
地

点
で

は
、
土
石
流
よ

り
巡
視

路

上
に
土
石

が
堆

積
、
次

の
所

で
は
丸

太
橋

が
流

さ
れ

て
落

ち
て

い
る

。
 

 
 

 

 
杉

の
倒

木
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
倒

木
処

理
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

沢
を

横
切

る
巡

視
路

は
、

土
石

が
流

入
し

丸
木

橋
も

流
下

 

 連
続

し
て
丸
木
橋

の
破
壊

、
土
石

の
堆

積
、
ま

た
山
肌

が
ず

れ
て
巡
視

路

が
無

く
な

っ
て

い
る

。
 

１
時
間
程

(
1
3
:
3
2
)
歩

い
た
地

点
で

は
、
沢

が
大
き

く
え

ぐ
ら

れ
て
丸
木
橋

が
落

ち
て
渡

れ
ず

、
ロ

ー
プ

を
持

参
し

て
い

た
の

で
、
ロ

ー
プ

を
使

い
下

に

降
り

て
少

し
下

っ
て

、
隣

の
尾

根
に

上
っ

て
巡
視

路
に
戻

っ
た

。
更

に
１

０

分
辿

る
と
土
石
流

に
よ

り
巡
視

路
に
堆

積
し

て
い

る
所

が
２
ヶ
所

連
続

し
て

在
り

、
ま

た
頭

上
に
倒
木

(
太

い
)
も

あ
る

。
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沢

が
大

き
く

え
ぐ

ら
れ

橋
も

流
下

 
 

 
 

 
桟

木
の

土
砂

流
失

 

 

１
時
間

２
０

分
歩

い
た
地

点
に

は
、
流

水
に
よ

り
木

の
根
元

か
ら

山
肌

が
え

ぐ
ら

れ
た
倒
木

が
巡
視

路
を
塞

ぎ
、
巡
視

路
も

え
ぐ

ら
れ

て
い

る
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

巡
視

路
に

倒
れ

込
む

 
 

倒
木

枝
払

い
し

て
く

ぐ
る

 

 

最
小
限

の
枝
払

い
を

行
い

、
倒
木

の
下

を
く

ぐ
り
何

と
か
渡
渉

で
き

る
状

態
に

し
た

。
又

、
道

を
塞

ぐ
枝

の
多

い
倒
木

は
、
一
部

を
切
除

し
て
ど
う

に

か
通

過
す

る
。
今

後
の
雨

の
状
況

に
よ

り
通

行
不
能

に
な

る
恐

れ
も

あ
り
得

る
と
思
う

。
 

 
１

４
時

１
０

分
、
N
o
２

４
鉄
塔
付
近

に
到

着
。
巡
視

路
の
肩

の
土
砂

が
流

出
し

て
い

る
。

 

 
鉄
塔

か
ら

１
０

分
歩

い
た
地

点
に

は
、
土
石
流

に
よ

り
桟
木
丸

太
の
ズ

レ

及
び
巡
視

路
の
土
砂
流
失

が
あ

っ
た

。
 

行
仙

宿
に
立
寄

り
、
１

５
時

半
頃

に
登

山
口

に
戻

る
と

、
竹

中
・
高

階
さ

ん
が

、
梶

野
・
志

岐
・
今

中
さ

ん
を
迎

え
に

行
っ

た
奥

村
車

の
到

着
を
待
機

さ
れ

て
い

た
。

 

 
 

 
 

 
塞

ぐ
倒

木
の

一
部

切
除

 
 

N
o
2
4
鉄

塔
付

近
巡

視
路

 
 

 
桟

木
丸

太
の

ズ
レ

 
 

 

点
検
巡
視

の
所
感

と
し

て
、
笠
捨

山
捲
き

道
(
鉄
塔
巡
視

路
)
は

、
以

上
の

状
況

で
あ

り
、
大
変
危
険

な
箇
所
も
何
ヶ
所

か
在

り
、
現
状

で
は

登
山

者
は

通
ら

な
い
方

が
い

い
と
思

い
ま

す
(
山

川
さ

ん
)
。

 

台
風

２
０
号

の
豪
雨

に
よ

り
、
登

山
口
横

の
小
谷

が
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ

迄
岩

で
埋
ま

っ
た

事
か

ら
、
台
風

２
０
号

の
豪
雨

に
よ

り
平
成

２
３

年
の
豪

雨
時

に
匹
敵

す
る
巡
視

路
の
崩
落
・
崩
壊

に
な

っ
た
様

で
、
当
面
通

行
回
避

の
標
識

を
設
置

す
る
必
要

が
あ

る
。
復
旧

に
は

か
な

り
の
労
力

が
必
要

に
な

る
が

少
し
ず
つ

で
も

、
復
旧

に
努

め
て

行
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

 
(
記

；
岩

本
)
 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


